
長野市民病院

故  長田名誉院長 １．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、円滑な連携を図ります
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の理念
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あした元気になあれ　号外

長
野
市
民
病
院  

病
院
長
　
竹
前
紀
樹

「
弔
　
辞
」

　

去
る
6
月
27
日
、
長
野
市
民
病
院
名
誉
院
長 

故
長
田
敦
夫
医
学

博
士
の
告
別
式
が
ご
郷
里
の
茅
野
市
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
諏
訪
清
陵
高
校
か
ら
信
州
大
学
医
学
部
に
進
学
。
同
大

学
院
修
了
後
、
母
校
の
第
二
内
科
に
お
い
て
消
化
器
内
科
、
特
に
肝

臓
、膵
臓
疾
患
を
ご
専
門
と
さ
れ
、多
く
の
学
問
的
業
績
を
残
さ
れ
、

ま
た
幾
多
の
有
為
な
人
材
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
7
月
に
は
郷
里
の
地
域
住
民
の
た
め
の
医
療
活
動
を
望

ま
れ
、
諏
訪
赤
十
字
病
院
内
科
部
長
に
赴
任
。
後
に
副
院
長
に
就
任

さ
れ
、
平
成
9
年
に
は
国
立
長
野
病
院
の
初
代
病
院
長
に
就
任
。
国

立
長
野
病
院
で
の
5
年
間
が
綴
ら
れ
て
い
る
ご
高
著
「
心
の
通
う
医

療
を
め
ざ
し
て
」
か
ら
は
、
先
生
の
医
療
に
対
す
る
お
心
積
も
り
を

伺
い
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
4
月
、長
野
市
民
病
院
病
院
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、

市
民
健
康
講
座
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
病
院
図
書
館
、
病
院

祭
開
催
、
地
域
医
療
連
携
等
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
心
の
通

う
医
療
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
15
年
に
は
病
院
機
能

評
価
認
定
、
臨
床
研
修
病
院
指
定
、
平
成
18
年
に
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
及
び
7

対
1
看
護
基
準
取
得
、
平
成
19
年
に
は
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
指
定
と
各
種
施
設
認
定
取
得
に
も
注
力
さ
れ
、
一
方
、
１
０
０
床

増
床
を
含
む
増
改
築
事
業
、
長
野
市
医
師
会
と
の
協
働
に
よ
る
急
病

セ
ン
タ
ー
の
機
能
移
転
、救
急
セ
ン
タ
ー
開
設
等
に
も
ご
尽
力
さ
れ
、

長
野
市
民
病
院
を
名
実
と
も
に
信
頼
さ
れ
る「
長
野
の
市
民
の
病
院
」

に
育
て
て
下
さ
い
ま
し
た
。
病
院
長
と
し
て
の
5
年
間
は
、
卓
越
し

た
指
導
力
で
私
た
ち
を
リ
ー
ド
し
て
頂
き
、
平
成
19
年
3
月
に
ご
退

職
さ
れ
て
か
ら
も
、
名
誉
院
長
と
し
て
何
か
と
お
力
添
え
を
頂
き
ま

し
た
。
明
る
く
温
厚
な
お
人
柄
は
、
患
者
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
病
院
職

員
か
ら
も
慕
わ
れ
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
し
た
。私
ど
も
職
員
一
同
は
、

先
生
が
築
い
て
下
さ
っ
た
多
大
な
ご
功
績
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い

で
参
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
深
く
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
生
前
の
ご
功
徳
を
称
え

る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
ご
遺
族
さ
ま
の
前
途
に
先
生
の
ご
遺
徳
が

末
永
く
及
び
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
別
れ
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

　

長
田
先
生
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
謹
ん
で
御
霊

前
に
哀
悼
の
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。



あした元気になあれ　号外あした元気になあれ　号外

故  長田敦夫名誉院長の足跡
平
成
14
年
度

　

４
月
１
日

　
　
　
　

▽�

長
田
病
院
長
着
任

　

９
月
15
日

　
　
　
　

▽�

広
報
誌「
あ
し
た
元
気
に
な
あ
れ
」

創
刊

　

12
月
１
日

　
　
　
　

▽�
「
職
員
の
声
」
施
行

　

１
月
８
日

　
　
　
　

▽�

「
神
経
内
科
」
開
設
、
21
診
療
科

　

２
月
１
日

　
　
　
　

▽�

長
野
市
民
病
院
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ

ス
テ
ム
（
登
録
医
制
度
）
施
行

　

３
月
31
日

　
　
　
　

▽�

病
院
年
報
の
発
刊

平
成
15
年
度

　

４
月
１
日

　
　
　
　

▽�

開
放
型
病
院
認
定

　
　
　
　

▽�

外
来
治
療
室
開
設

　

５
月
８
日

　
　
　
　

▽�

「
女
性
専
門
外
来
」
診
療
開
始

　

５
月
12
日

　
　
　
　

▽�

Ｃ
Ｔ
・Ｍ
Ｒ
新
棟
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
式

　

10
月
１
日

　
　
　
　

▽�

「
急
性
期
病
院
加
算
」
算
定
開
始

　
　
　

20
日

　
　
　
　

▽�

病
院
機
能
評
価
Ｖ
ｅ
ｒ
．
４
．
０

認
定

　
　
　

31
日

　
　
　
　

▽�

臨
床
研
修
病
院
指
定

　
　
　
　

▽�

１
０
０
床
増
床
許
可

　

３
月
１
日

　
　
　
　

▽�

新
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
稼
動

平
成
16
年
度

　

９
月
21
日

　
　
　
　

▽�

密
封
小
線
源
治
療
開
始
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
式

　

１
月
15
日

　
　
　
　

▽�

第
１
回
市
民
健
康
講
座
開
催
（
定

期
開
催
と
な
る
）

平
成
17
年
度

　

７
月
16
日

　
　
　
　

▽�

開
院
10
周
年
記
念
講
演
会
、
記
念

式
典
、
記
念
祝
賀
会

　

１
月
13
日

　
　
　
　

▽�

病
院
増
改
築
工
事　

安
全
祈
願
祭

平
成
18
年
度

　

４
月
１
日

　
　
　
　

▽�

㈶
長
野
市
保
健
医
療
公
社
が
長
野

市
民
病
院
の
指
定
管
理
者
と
な
る

　
　
　
　

▽�

長
田
病
院
長
が
㈶
長
野
市
保
健
医

療
公
社
の
理
事
長
に
就
任

　
　
　
　

▽�

院
内
完
全
禁
煙
化

　

６
月
９
日

　
　
　
　

▽�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
づ
き
の
会
図
書

コ
ー
ナ
ー
開
館

　

７
月
１
日

　
　
　
　

▽�

Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
導
入

　
　
　
　

▽�

紹
介
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　

８
月
１
日

　
　
　
　

▽�

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
の
開
設

　

９
月
１
日

　
　
　
　

▽�

緩
和
ケ
ア
支
援
室
設
置

　
　
　
　

▽�

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
チ
ー
ム
活
動
開
始

　

10
月
１
日

　
　
　
　

▽�

７
対
１
看
護
体
制
の
取
得

　

１
月
31
日

　
　
　
　

▽�

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
指
定

　

３
月
31
日

　
　
　
　

▽�

長
田
病
院
長
退
任

　

長
田
　
敦
夫
（
な
が
た　

あ
つ
お
）

昭
和
13
年
5
月
6
日

　
　

茅
野
市
生
ま
れ

昭
和
40�

年
3
月

　
　

信
州
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

昭
和
45�

年
3
月

　
　

信
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了・

　
　

医
学
博
士

昭
和
45�

年
4
月
～
47
年
12
月

　
　

信
州
大
学
医
学
部
第
二
内
科
助
手

昭
和
47�

年
12
月
～
48
年
12
月

　
　

長
野
県
立
木
曽
病
院
内
科
医
長

昭
和
48�

年
12
月
～
51
年
4
月

　
　

信
州
大
学
医
学
部
第
二
内
科
助
手

昭
和
51�
年
5
月
～
60
年
3
月

　
　

信
州
大
学
附
属
病
院
第
二
内
科
講
師

昭
和
60�

年
3
月
～
60
年
6
月

　
　

信
州
大
学
医
学
部
第
二
内
科
助
教
授

昭
和
60�

年
7
月
～
平
成
8
年
3
月

　
　

諏
訪
赤
十
字
病
院
内
科
部
長

平
成
8�

年
4
月
～
9
年
3
月

　
　

諏
訪
赤
十
字
病
院
副
院
長

平
成
9�

年
4
月
～
14
年
3
月

　
　

国
立
長
野
病
院
院
長

平
成
14�

年
4
月
～
19
年
3
月

　
　

長
野
市
民
病
院
病
院
長

平
成
19�

年
4
月

　
　

長
野
市
民
病
院
名
誉
院
長

平
成
21
年
6
月
18
日

　
　

逝
去

叙
勲
・
叙
位

平
成
21�

年
6
月
18
日

　
　

瑞
宝
小
綬
章　

正
六
位　

授
与

主
な
所
属
学
会

・�

日
本
内
科
学
会
、
日
本
内
科
学
会
信
越

地
方
会
（
評
議
員
）

・�

日
本
消
化
器
病
学
会
（
評
議
員
）、
日

本
消
化
器
病
学
会
甲
信
越
地
方
会
（
評

議
員
）

・�

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
、日
本
消
化
器

内
視
鏡
学
会
甲
信
越
地
方
会（
評
議
員
）

・�

日
本
膵
臓
学
会

・�

日
本
肝
臓
学
会
、
日
本
肝
臓
学
会
東
部

会
（
評
議
員
）

・�

日
本
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
医
学
会
（
評

議
員
）

・�

日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
（
評
議
員
）

・
日
本
医
学
教
育
学
会

・
日
本
癌
学
会

学
会
認
定
医
等

・�

日
本
内
科
学
会
認
定
医
、
指
導
医

・�

日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
医
、
指
導
医

・�

日
本
肝
臓
学
会
認
定
医
、
指
導
医

・�

日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
認
定
医

故 

長
田
敦
夫
名
誉
院
長
略
歴

「第32回長野びんずる」長野市民病院連に参加
新オーダリングシステム導入リハーサル

開院7周年記念行事
何でも質問コーナーにて

長野市民病院開院10周年記念祝賀会あいさつ

屋上の物干し場の点検（院内巡視）

長野ライオンズクラブより訪問看護車両贈呈式

第3回長野市民病院  市民健康講座
健康相談コーナーにて

古牧・芹田・大豆島公民館の長野市成人学校より
パッチワーク寄贈式

病院広報誌「あした
元気になあれ」の題
字は長田敦夫名誉院
長の揮毫です。



あした元気になあれ　号外

「
長
田
先
生
」
と
呼
ん
で
も
先
生
は
も
う

答
え
て
く
れ
な
い
世
界
へ
旅
立
た
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
大
き
か
っ
た
背
中
は
い
つ

の
ま
に
か
小
さ
く
な
り
、
退
職
す
る
時
に

は
声
ま
で
小
さ
く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
私
が
信
州
大
学
第
２
内
科
へ
入
局
し

た
昭
和
59
年
に
先
生
は
最
後
の
大
学
病
院

時
代
を
過
ご
さ
れ
、
そ
の
後
地
域
医
療
に

専
念
す
る
た
め
諏
訪
赤
十
字
病
院
へ
就
職

さ
れ
ま
し
た
。
医
局
旅
行
の
宴
会
で
は
偶

然
に
も
先
生
の
隣
に
座
り
、
日
本
酒
を
湯

水
の
よ
う
に
飲
ま
れ
る
先
生
の
酒
の
強
さ

に
圧
倒
さ
れ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
は
持

ち
前
の
パ
ワ
ー
で
１
８
０
台
の
ス
コ
ア
を

出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
頃
の
先
生
は
本
当
に
恰

幅
が
よ
く
、
体
当
た
り
し
て
も
は
じ
か
れ

そ
う
な
、
し
か
し
は
じ
き
返
す
こ
と
な
く

温
か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る
大
き
な
包
容

力
を
も
っ
た
先
生
で
し
た
。

　

長
野
市
民
病
院
へ
院
長
と
し
て
赴
任
さ

れ
た
時
お
会
い
し
た
先
生
は
、
以
前
よ
り

お
痩
せ
に
な
り
、
お
酒
の
量
も
減
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
そ

の
頃
か
ら
病
魔
は
襲
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
先
生
は
医
療
の
流
れ
を
洞
察

す
る
力
に
卓
越
さ
れ
て
お
り
、
病
院
長
と

し
て
就
任
以
来
、
当
院
の
発
展
の
た
め
に

不
可
欠
で
あ
っ
た
病
院
機
能
評
価
、
臨
床

研
修
病
院
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
、
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
、
増
改
築
、
救
急
セ
ン
タ
ー
開
設

な
ど
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
常
に
和
を
尊
重
し
、
皆
の
意

見
を
う
ま
く
ま
と
め
て
病
院
を
リ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
分
の
病
気
に
対

し
て
も
決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、

病
と
共
存
の
精
神
で
1
日
も
長
く
生
き
る

こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
先
生
の
寛
大
さ
を
も
っ
て
す
れ
ば

死
は
恐
怖
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
増
床
稼
働
を
最
後
ま
で
十
分

見
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
晩
年
に

諏
訪
の
地
で
先
生
の
目
指
さ
れ
た
医
療
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
無
念
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
私
た
ち
市
民
病
院
職
員
は
、

先
生
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
和
の
精
神
を
尊

重
し
、
先
生
が
目
標
と
さ
れ
た
心
の
通
う

医
療
を
目
指
し
て
地
域
医
療
を
担
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
市
民
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
救
急
医
療
の
確
立
、

円
滑
な
増
床
稼
働
、
最
後
ま
で
明
る
く
希

望
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
総
合

的
が
ん
診
療
を
実
践
す
る
こ
と
が
先
生
へ

の
恩
返
し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

長
田
先
生
4
年
5
ヶ
月
の
闘
病
生
活
お

疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
安
ら
か
に
お
休

み
く
だ
さ
い
。

　

先
生
を
偲
ぶ
時
、
目
に
浮
か
ぶ
の
は
先
生
の
優

し
い
笑
顔
で
す
。
看
護
部
の
催
し
に
は
必
ず
参
加

し
て
頂
き
、
美
味
し
そ
う
に
お
酒
を
召
し
上
が
り

な
が
ら
私
達
の
話
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
優
し
く
時
に
は
厳
し
く
ご
指
導
を
し
て
頂
い

た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

看
護
部
副
看
護
部
長　

藤
澤
　
和
子

　

医
療
安
全
管
理
室
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
辞

令
を
い
た
だ
い
た
の
が
、
長
田
敦
夫
先
生
か
ら
で

し
た
。
以
降
ご
在
職
中
は
委
員
会
の
長
と
し

て
、
い
つ
も
暖
か
く
見
守
り
支
援
し
て
く
だ

さ
り
、
安
心
し
て
仕
事
に
励
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

医
療
安
全
管
理
室
看
護
師
長　

五
十
嵐
　
君
与

　

連
携
室
担
当
の
頃
に
は
、
何
度
も
励
ま
し

や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
病
院
長
と
し
て
け
っ
し
て
遠
い
存
在
で

は
な
く
、
い
つ
も
先
生
を
身
近
に
感
じ
て
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
酒
を

こ
よ
な
く
愛
さ
れ
て
、
お
い
し
そ
う
に
召
し

上
が
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
姿
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ご
友
人
や
息
子
さ
ん
の
あ
い

さ
つ
を
聞
い
て
、
先
生
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て

思
い
出
し
涙
が
止
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
田
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
天
国

で
私
達
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

看
護
部
看
護
師
長　

五
十
嵐
　
由
江

　

私
が
最
後
に
長
田
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、

今
年
1
月
に
2
南
病
棟
に
化
学
療
法
の
為
入
院
さ

れ
た
時
で
し
た
。
ご
自
分
の
病
状
や
余
命
も
理
解

し
た
上
で
、
こ
の
病
棟
を
開
設
す
る
ま
で
の
熱
い

思
い
と
希
望
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
長

田
先
生
の
言
葉
は
、
不
思
議
な
力
が
あ
り
ま

す
。
ど
ん
な
時
も
勇
気
と
安
心
を
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
大
変
だ
け
ど
よ
ろ
し
く
ね
」と
言
わ
れ

た
あ
の
瞬
間
を
絶
対
に
忘
れ
ず
、
市
民
病
院
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
南
病
棟
看
護
師
長　

中
川
　
茂
美

　

長
田
敦
夫
先
生
は
、ご
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず
、

い
つ
も
ゆ
っ
た
り
と
や
さ
し
い
表
情
で
私
の
話

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
の
穏
や
か

さ
に
支
え
ら
れ
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

感
染
対
策
室
看
護
師
長　

正
村
　
睦
子

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
よ
く
私
た
ち

に
勉
強
す
る
よ
う
に
話
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
そ
し
て
、
お
酒
、
特
に
日
本
酒
が
お

好
き
で
師
長
・
主
任
会
の
宴
会
で「
さ
し
で

飲
も
う
」と
い
つ
も
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

勉
強
に
つ
い
て
は
、「
僕
が
読
む
く
ら
い

の
看
護
雑
誌
に
は
眼
を
通
そ
う
よ
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
看
護
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
私
は
、
こ
れ
だ
け
看
護
の
こ
と
を
考

え
て
く
れ
る
医
師
に
は
じ
め
て
出
会
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
は
今
、
長
田
先
生
の
話
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
き
ち
ん
と
勉
強
し
て
い
る
の
か
と
反

省
し
て
い
ま
す
。

　

長
田
先
生
が
、
最
後
に
勤
め
ら
れ
た
病
院
の

職
員
と
し
て
長
田
先
生
が
空
か
ら
見
て
恥
ず
か

し
く
な
い
病
院
に
し
て
い
く
事
が
私
た
ち
に
託

さ
れ
た
使
命
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
か
必
ず
私
も
そ
ち
ら
に
行
き
ま
す
。
そ

の
時
は
、
さ
し
で
日
本
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

手
術
セ
ン
タ
ー
看
護
師
長　

柳
澤
　
淳
子

『
故
　
長
田
名
誉
院
長
を
偲
ん
で
』

副
院
長
兼
消
化
器
内
科
統
轄
科
長
　
長
谷
部
　
修

長田先生を偲んで


